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研究情報の名称 超分子超薄膜の製造方法 
概要： フラーレン C60等の疎水性ゲスト分子と水溶性ホスト分子の分子会合体を気水界面て調製し，
その後に形成される超薄膜を基板上に移し取ることを特徴とする超分子薄膜の製造方法． 
【この手法で調製した薄膜の性能と用途】 
・電界効果トランジスタ（FET）：薄膜化により低起電力であっても高い電場を機能性分子に印加可能とな
り，低消費電力で稼動．また，膜厚が薄いために，高周波信号に対応． 
・ガスセンサ：電極上に被覆した薄膜の膜厚を薄くすると，電気化学的特性が変化させる球状分子により効
率よくガスが到達するために，高感度を実現． 
・摩擦制御素子（分子ベアリング）：球状分子をナノレベルのボールベアリングとして利用．ホスト分子との分
子会合により，球状分子の基板への吸着力が向上しているために，低磨耗潤滑層となる． 
・光電素子：本工程で調製した超薄膜内では，フラーレン近傍にアゾベンゼン分子が存在している．そのた
め，球状ゲスト分子の光励起光と異なる波長の光によりホスト分子内のアゾベンゼン部の光異
性化反応を誘起することによって光電流量の光制御を可能にする． 
・エレクトロクロミズム：電極上に超薄膜を作製し，電気化学的に球状部の吸収スペクトルを変化させること
により変色可能な表示素子として利用．球状分子を高密度かつ多層累積可能であることか
ら，薄型で濃色な表示素子となりえる． 
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